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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光学的放射線を少なくとも１つの生物組織に加えるための装置であって、
　　化学反応に基づいて前記放射線を発生させるように構成された放射線装置、および、
水フィルターを備え、
　前記放射線装置は、封止された筐体および前記筐体の内部に設けられた可燃性材料を備
え、
　前記封止された筐体の外側表面の一部は、前記生物組織に接するように構成され、
　前記水フィルターは、前記可燃性材料と前記封止された筐体の外側表面の一部との間に
設けられ、
　前記水フィルターは、前記光学的放射線の一部を濾光し、且つ、前記生物組織を冷却す
るために構成され、
前記光学的放射線は、前記少なくとも１つの生物組織の少なくとも一部に生物学的影響を
もたらす装置。
【請求項２】
　前記可燃性材料が金属を含み、前記金属が、アルミニウム、ヒドロナリウム、またはア
ルミニウム合金のうち少なくとも１つを含み、および／または、前記可燃性材料が導線お
よび／または薄片の形態で設けられる、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記放射線装置が、前記封止された筐体の内部に提供された約８０～約１００％の完全
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乾燥酸素を含む気体をさらに含み、および／または、
前記化学反応を開始するように構成された引き金装置をさらに備え、前記引き金装置がス
イッチおよび作動エネルギー源を備える、請求項１または２に記載の装置。
【請求項４】
　前記作動エネルギー源が、電池または圧電結晶のうち少なくとも１つを備え、および／
または、前記放射線装置が、前記封止された筐体の内部に設けられた点火装置をさらに備
え、前記引き金装置が、前記作動エネルギーを前記点火装置に提供し、前記封止された筐
体の内部で前記化学反応を開始するように構成される、請求項３に記載の装置。
【請求項５】
　少なくとも一部の前記光学的放射線を、前記少なくとも１つの生物組織に向けるように
構成された光学的装置をさらに備え、前記光学的装置が反射表面を備え、および／または
、前記反射表面が、少なくとも一部の前記放射線装置の上または内部のうち少なくとも一
つに設けられる反射層を備え、および／または、
　前記少なくとも１つの生物組織から所定の距離に、前記放射線装置を位置または配置す
るように構成された外被をさらに備え、少なくとも一部の前記外被が反射表面を備える、
請求項１～４の何れか１項に記載の装置。
【請求項６】
　前記放射線の源が、少なくとも１つのパルスの形態で前記光学的放射線を提供するよう
に構成され、前記少なくとも１つのパルスの持続時間が（ｉ）約５～約２００ミリ秒の間
、（ｉｉ）約１０～約１００ミリ秒の間、および／または（ｉｉｉ）約１０～約５０ミリ
秒の間である、請求項１～５の何れか１項に記載の装置。
【請求項７】
　前記組織上に設けられた、前記少なくとも１つのパルスの光学的放射線の流束量が（ｉ
）約１～約３０Ｊ／ｃｍ２の間、および／または（ｉｉ）約１～約１５Ｊ／ｃｍ２の間で
ある、請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記放射線装置と前記少なくとも１つの生物組織との間に設けられたさらなるフィルタ
ー装置をさらに備え、前記フィルター装置は、少なくとも一部の特定の波長を有する光学
的放射線が、前記少なくとも１つの生物組織に影響を及ぼすことを防ぐように構成され、
　前記さらなるフィルター装置が紫外フィルターを備え、前記紫外フィルターは、少なく
とも一部の約５５０ｎｍ未満の波長を有する光学的放射線が、前記少なくとも１つの生物
組織に影響を及ぼすことを防ぐように構成される、請求項１～７の何れか１項に記載の装
置。
【請求項９】
　前記水フィルターまたは前記さらなるフィルター装置の少なくとも一つが、赤外フィル
ターを備え、前記赤外フィルターは、少なくとも一部の約１，１００ｎｍを超える波長を
有する光学的放射線が、前記少なくとも１つの生物組織に影響を及ぼすことを防ぐように
構成される、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記さらなるフィルター装置は、少なくとも一部の可視光スペクトルにある波長を有す
る光学的放射線が、前記少なくとも１つの生物組織に影響を及ぼすことを防ぐように構成
される、請求項８または９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記さらなるフィルター装置および前記放射線装置が単一の組立部として設けられる、
請求項８～１０の何れか１項に記載の装置。
【請求項１２】
　マスクを通じて延在している少なくとも１つの開口部を含むマスクをさらに備え、前記
マスクは、前記光学的放射線が、少なくとも一部の前記少なくとも１つの生物組織に影響
を及ぼすことを防ぐように構成される、請求項１～１１の何れか１項に記載の装置。
【請求項１３】
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　一部の前記光学的放射線が、（ｉ）前記少なくとも１つの生物組織の少なくとも１つの
色素性病変によって吸収されるように構成されるか、（ｉｉ）前記少なくとも１つの生物
組織の少なくとも１つの静脈の病変によって吸収されるように構成されるか、（ｉｉｉ）
前記少なくとも１つの生物組織の中に位置する少なくとも１つの毛包によって吸収される
ように構成されるか、（ｉｖ）少なくとも一部の前記少なくとも１つの生物組織に加えら
れる少なくとも１つの発色団によって吸収されるように構成されるか、および／または（
ｖ）少なくとも一部の前記少なくとも１つの生物組織に加えられる少なくとも１つの光増
感剤によって吸収されるように構成される、請求項１～１２の何れか１項に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　１つまたは複数の関連出願に対する相互参照
　本出願は、２００７年１２月７日に出願された米国仮出願第６１／０１２，２３８号に
対して優先権を主張し、その全体の開示は本明細書で参照することにより全体として盛り
込まれている。
【０００２】
　本発明は、皮膚科学的治療のために電磁放射線を用いる方法および装置に関し、より具
体的には、化学反応によって発生する光学的放射線を例えば燃焼灯内で用い、皮膚組織の
標的部位にその放射線を照射する方法、システム、および装置に関する。
【背景技術】
【０００３】
　老化、太陽露出、皮膚科学的疾患、外傷、遺伝、および同様のものによって誘起され得
る皮膚異常の修復、またはこれに対する改善の需要が高まっている。皮膚に電磁エネルギ
ーを照射することによって皮膚異常を改善するために、特定の治療法が用いられてよく、
これは治療された皮膚の病態を改善する有益な応答をもたらすことができる。
【０００４】
　特に、様々な皮膚科学的治療において、光学的放射線として与えられるエネルギーを用
いることができる。光学的放射線としては、可視スペクトル範囲の１種以上の波長を有す
る電磁放射線、紫外放射線、および／または赤外放射線を挙げることができる。光学的放
射線は生物組織によって吸収され得、このような吸収の量は、放射線の１種または複数種
の波長および強度、組織の特性、および／または、当該組織内の特定の生物構造物または
化合物などに依存し得る。生物組織内における光学的エネルギーの吸収は熱を発生するこ
とができ、および／または、組織内における物理構造および／または特定の生物機能を崩
壊させることができ、このことは同様に時間をかけて有益効果または治療効果をもたらし
得る。
【０００５】
　光学的放射線を使用する皮膚科学的治療としては、例えば、刺青または毛髪の除去、座
瘡の出現、あるいは、年齢によるシミ、血管腫、クモ状静脈、またはポートワイン母斑等
の静脈または色素性の病変を減らすこと、ならびにシワの除去を挙げることができる。こ
れらの例示的用途において、放射線は、一般的に外部エネルギー源から放出され得、組織
の標的領域に与えられ得る。しばしば、大きいピーク強度と、所望の生物応答を組織内で
達成する短い持続時間とを有する１種以上のエネルギーパルスとして、このようなエネル
ギーを供給することが好ましい可能性がある。このようなエネルギーを提供するエネルギ
ー源としては、例えば、様々なレーザー装置、電子閃光灯などのうち何れかを挙げること
ができる。
【０００６】
　光学的エネルギーは、例えば、導波管または光ファイバー等の光学的装置を用いて、こ
のようなエネルギー源から皮膚組織へ向かうことができ、１つ以上のレンズ、プリズム、
反射体などをさらに含んでよい。このような光学的装置はその後、エネルギーを関心のあ
る標的領域上に集中させるか向けることができる。例えば、このような放射線は、一部の
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皮膚または毛髪（例えば、メラニンまたは血管）によって選択的に吸収され得、局部加熱
をもたらす。
【０００７】
　このような治療においてエネルギー（例えば、光学的放射線）を皮膚または他の組織に
提供するために用いられる従来の装置としては、ハンドピースまたは同様のものが挙げら
れ得、これを患者に対して容易に再配置することができる。光学的装置によって提供され
るエネルギーを１つ以上の特定の治療される標的領域に向けるために、このようなハンド
ピースを用いることができる。
【０００８】
　本明細書に記載されているような、エネルギーを皮膚組織に加えるための従来の方法お
よび装置は、多くの安全性の問題を呈し得る。例えば、レーザー装置または電子閃光灯等
のエネルギー源は、過剰曝露の重大な危険性（例えば、過剰量のエネルギーを組織に向け
、このようなエネルギーが慎重に制御かつ使用されない場合、厄介かつ潜在的に重大な損
傷を引き起こすこと）を呈し得る。これらの例示的エネルギー源を用いる場合、安全措置
がしばしば与えられる。例えば、レーザー装置または他の外部エネルギー源を含む装置は
、適用放射線に対する皮膚組織の過剰曝露の危険性を下げる特定の条件下で、エネルギー
出力を調節、制限、および／または遮断することができる１種以上の制御配置をしばしば
含み得る。このような配置としては、例えば、連続エネルギーを提供する代わりに、エネ
ルギー源をパルスにするように構成されたパルス配置を挙げることができ、これはエネル
ギー源の過熱を防止することもできる。
【０００９】
　代替的に、または付加的に、ハンドピースがエネルギーを皮膚上に向けるために皮膚領
域の上方に移動される場合、過剰曝露を防止するためにこのようなハンドピースに付随す
る速度センサーまたは位置センサーを設けることができる。フィードバック装置は、エネ
ルギー源を制御するためにも設けられ得、危険な病態が検出される場合、エネルギー源か
らのエネルギー出力を減少または遮断するように構成されてよい。このようなフィードバ
ック装置は、例えば、検出温度、反射性、または、治療される組織の他の撮像特性などに
基づき得る。これらの安全装置は、様々なエネルギー適用システムの煩雑さおよび費用を
増大させる。
【００１０】
　このような治療に用いることができる従来のエネルギー源は、さらなる安全措置も要求
し得る。例えば、レーザー装置のエネルギー源は、装置の操作者および／または治療され
る患者の眼の保護、このようなエネルギー源が操作されている領域に対する接近制限、広
範囲に及ぶ使用者訓練などを要求し得る。このようなエネルギー源は、重大な電気的障害
も呈し得る。
【００１１】
　光学的エネルギーを生物組織に提供するための従来の装置は高価でもあり得、このよう
な装置の利用手段は、経済的理由のために特定の医師または他の開業医にとって困難であ
り得る。このような装置を用いて提供される治療は、患者および／または医療保険会社に
とっても高価であり得る。また、ある種の装置は、特定の治療に適切であるのみであり得
る。従って、例えば、経済的理由、医療施設内における収納空間の制限などに基づき、様
々な範囲の治療を患者に提供するための、様々なこのような装置を開業医が持つことは非
現実的であり得る。このような装置の整備も高価であり得る。
【００１２】
　従って、皮膚科学的異常の改善および他の治療のために、安全な治療、有効な治療、お
よび経済的な治療を組み合わせる、皮膚組織に対する光学的放射線の適用のための装置お
よび方法の例示的実施形態を提供する必要があり得る。
【発明の概要】
【００１３】
　皮膚科学的異常を改善する安全かつ経済的な治療、および、皮膚組織に対する光学的放
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射線の適用を伴う他の治療を容易にするシステムおよび装置を提供することは、本発明の
目的の１つである。本発明の別の目的は、たった一人の開業医が、設備（例えば、エネル
ギー源、ハンドピースなど）に対する大幅な金銭的投資、および／または、このような設
備を収容する大幅な収納空間を必要とすることなく、様々な皮膚科学的病態を処理し得る
ように、様々なこのような治療に用いることができるシステムおよび装置を提供すること
である。消費者が過程で用いるのに十分安全であり得る、皮膚科学的病態を治療するため
のこのような例示的なシステムおよび装置を提供することがさらなる目的である。
【００１４】
　本発明によるシステムおよび装置の例示的実施形態を用いてこれらおよび他の目的を達
成することができ、当該実施形態において、化学反応から光学的放射線の１つ以上のパル
スを発生するように構成され得る放射線源を設けることができる。当該放射線源は、反応
性物質（例えば、可燃性材料）を含む封止筐体を含み得る。当該筐体は、ガラス、プラス
チック、または別の物質、あるいは、プラスチックまたは重合体で被覆されたガラス等の
物質の混合物からでき得る。例えば、当該放射線源は燃焼灯または同様のものであり得る
。当該反応性物質が化学反応を経る場合、本明細書で記載されているような、大幅に強力
なパルスを生み出すことができる、任意の反応性物質が用いられてよい。
【００１５】
　当該可燃性材料は、金属または金属合金（例えば、アルミニウム、ヒドロナリウム、ア
ルミニウム合金、ジルコニウム、マグネシウム、または別の金属、あるいは、別の物質と
の金属の混合物）であり得る。高速反応（例えば、物質の燃焼）を可能にする細フィラメ
ントまたは薄片の形態で、当該可燃性材料を設けることができる。このような高速反応は
、高強度および短い持続時間（例えば、およそ１０ミリ秒台以下）を有する放射線のパル
スを生み出すことができる。反応または燃焼を可能にするか促進する筐体の内部において
、特定の空気を提供することができる。このような空気としては、例えば、約４０～約１
００％の間の完全乾燥酸素、または、約８０～約１００％の間の完全乾燥酸素を含み得る
。
【００１６】
　当該化学反応を開始するのに役立つ筐体の内部において、例示的な点火装置も設けるこ
とができる。このような例示的な引き金装置は、例えば、当該筐体の壁を通過し得、それ
によって当該筐体の外側から接近可能である２つ以上の電気接点と接触して設けられる点
火物質を含み得る。
【００１７】
　本発明の特定の例示的実施形態では、作動エネルギー源および切換器または引き金を含
み得る引き金装置を設けることができる。当該筐体の内部で化学反応を開始させるために
、当該作動エネルギーを点火装置に与えることができる。当該作動エネルギー源は、例え
ば、小型電池またはエネルギー電池、または圧電装置を含み得る。
【００１８】
　本発明のさらなる例示的実施形態によれば、燃焼灯または放射線源を支持および／また
は封入するように、かつ、このような灯または源を治療される組織から所定の距離に配置
するように構成されてよい外被を設けることができる。代替的または付加的に、反応性物
質または可燃性材料を含む筐体も、このような外被を提供することができる。
【００１９】
　本発明のなおさらなる例示的実施形態では、化学反応によって生み出された光学的放射
線を治療される組織に向ける光学的装置を設けることができる。このような例示的光学的
装置は、例えば、当該放射線源の少なくとも一部の外被または筐体の上に備えられる反射
表面または反射被覆を含み得る。
【００２０】
　当該放射線源によって提供された光学的放射線のパルスは、例えば、約５～約２００ミ
リ秒の間、または約１０～約１００ミリ秒の間、または約１０～約５０ミリ秒の間の持続
時間を有し得る。例えば、およそ約１秒以上のより長いパルス持続時間も提供され得る。
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当該放射線源と可燃性材料の特性を選択することによって、および／または、単一の外被
の内部に様々な時間で作動される複数の放射線源を設けることによって、このようなパル
ス持続時間を提供することができる。
【００２１】
　治療される組織上に当該放射線源によって与えられる光学的放射線の流束量は、例えば
、約１～約３０J／ｃｍ２の間、または約１～約１５J／ｃｍ２の間であり得る。所望であ
れば、例えば、より大きい放射線源、より大量の可燃性材料を用いること、放射線のパル
スをより小さな領域に向けることなどによって、より高い流束値も提供され得る。
【００２２】
　本発明の特定の例示的実施形態では、特定の波長または特定範囲の波長を有する放射線
源によって生み出される放射線を減衰または遮断するために、１つ以上のフィルターが設
けられてよい。例えば、治療される組織に影響を及ぼす紫外および／または赤外の光学的
放射線の量を減らすために、フィルターを設けることができる。可視スペクトル内にある
特定波長の放射線を濾光するために、他のフィルターも設けてよい。別個の薄板または板
であるようなフィルターも設けてよい。代替的に、当該放射線源の筐体および／または外
被の複数部は、このような濾光特性を提供する材料を用いて形成されてよい。
【００２３】
　特定の例示的実施形態では、当該放射線源によって生み出される赤外放射線の量を減ら
すために、水フィルターを設けてもよい。このような水フィルターは当該筐体または外被
の一部として形成されるか、またはこれに取り付けられてよい。当該水フィルターは冷却
または冷凍され、それによって、一部の赤外放射線を濾光することに加え、治療される組
織の冷却を提供し得る。
【００２４】
　さらなる例示的実施形態では、光学的放射線が開口部を通過し、組織の特定領域を照射
することを促進する一方で、組織の他の部分が放射線に曝されることを防止する、１つ以
上の開口部を含むことができる板を設けることができる。単一構成の放射線源を用いた様
々な大きさを有する、様々な病変、皮膚異常などを照射するのに用いることができる様々
な大きさおよび／または形状の開口部を有する、数多くのこのような板を設けることがで
きる。
【００２５】
　本発明のこれらおよび他の目的、特長、および利点は、包含されている図面と併用すれ
ば、以下に続く本発明の実施形態の詳細な記載を読む際に明白になる。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
　本発明およびその利点のより徹底的な理解のために、以下の記載に対する言及をここで
行い、添付の図面と併用する。
【００２７】
【図１】本発明の例示的実施形態に従って用いてよい、例示的燃焼灯の一例解である。
【図２】本発明の例示的実施形態による、光学的エネルギーを組織に与えるための例示的
装置の一例解である。
【図３】本発明のさらなる例示的実施形態による、光学的エネルギーを組織に与えるため
のさらなる例示的装置の一例解である。
【図４】本発明の特定の例示的実施形態による、光学的エネルギーを組織に与えるための
なおさらなる例示的装置の一例解である。
【図５Ａ】本発明の具体的な例示的実施形態による、光学的放射線を組織に与えるための
例示的装置の一例解である。
【図５Ｂ】本発明のさらなる例示的実施形態による、光学的エネルギーを皮膚組織に与え
るための別の例示的装置の一例解である。
【図５Ｃ】本発明のなおさらなる例示的実施形態による、光学的エネルギーを皮膚組織に
与えるためのなお別の例示的装置の一例解である。
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【図６Ａ】隆起したサクランボ色血管腫の例示的画像である。
【図６Ｂ】図６Ａに示されているサクランボ色血管腫の画像であって、例えば、本発明の
例示的実施形態に従って当該サクランボ色血管腫に単一パルスの光学的放射線を照射した
６週間後の画像である。
【図７Ａ】平坦な血管腫の例示的画像である。
【図７Ｂ】図７Ａに示されている血管腫の画像であって、例えば、本発明の例示的実施形
態に従って当該血管腫に単一パルスの光学的放射線を照射した６週間後の画像である。
【図８Ａ】茶色の年齢によるシミ（黒子）の例示的画像である。
【図８Ｂ】図８Ａに示されている年齢によるシミの画像であって、例えば、本発明の例示
的実施形態に従って当該シミに単一パルスの光学的放射線を照射した６週間後の画像であ
る。
【００２８】
　本図面の全体を通して、同一の参照番号および文字は、他に明白に述べない限り、例解
されている実施形態の同様の特長、要素、構成部、または部分を示すために用いられる。
さらに、本発明は本図を参照してここに詳細に記載されるが、本発明は、実例となる実施
形態と上記のように組み合わせて記載される。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　例えば、レーザー装置、電子閃光灯などのような、従来の治療装置に一般的に用いられ
る光学的エネルギー源は、より長期間にわたる連続的な放射線、および／または複数パル
スの放射線を与えるように構成されてよい。例えば、壁コンセントまたは発電機等の、エ
ネルギー源の外側から直接的または間接的に得られたエネルギーを転化することによって
、このような放射線を与えてよい。例えば、従来の電球は連続的に輝き、このようにして
電池または電気コンセントに接続される場合に光学的放射線を放射し得る。このような光
学的放射線を電球それ自体に蓄えることはできないが、これは電球の外側から得られた電
気エネルギーから転化される。
【００３０】
　その一方で、本発明の例示的実施形態は、特定量の光学的エネルギーまたは他の放射線
を皮膚組織上に発生させて向けるための、装置および方法の例示的実施形態を提供するこ
とができる。このような装置および方法は、化学反応を通じて当該装置自体により与えら
れた光学的エネルギーの源（例えば、燃焼灯または閃光電球）を含むことができる。燃焼
反応または酸化反応を含むが、これらに限定されない自然反応を経る場合、十分な強度の
１つ以上のパルスの光学的放射線を生み出すように構成される任意の他の化学系も、本発
明の例示的実施形態で用いられてよい。
【００３１】
　本明細書で与えられているように、燃焼灯は、封止された電球、あるいは、外部刺激ま
たは遥かに低いエネルギーの信号を用いて放出することができる形態で保存されるエネル
ギーを含む他の筐体を指し得る。このような燃焼灯の一例は、撮影される対象を照らすの
に用いられてよい従来の写真用閃光電球であり得る。このような燃焼灯は内部に保存され
るエネルギーを放出することができ、単一のこのような灯は単一パルスのエネルギーを与
えるために１回用いられてよい。燃焼灯および閃光電球という用語は、本明細書で互いに
交換可能なものとして用いられ得る。
【００３２】
　図１は、本発明の例示的実施形態に従い、および／またはこれにより用いられてよい燃
焼灯１００の例示図を示す。例えば、燃焼灯１００は、およそ球形であり得るか、別の形
状で与えられてよい筐体１１０を含むことができる。筐体１１０は、ガラス、プラスチッ
ク、または、好ましくは少なくとも特定波長の放射線が当該筐体を通過することを可能に
し得る、何種かの他の材料から形成され得る。当該筐体の内部で一貫した環境を維持し、
当該筐体の中に広範な時間にわたって供給されたあらゆる気体を含むように、当該筐体の
材料を選択することができることが好ましい。例えば、筐体１１０は、燃焼灯１００が作
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動され、光学的エネルギーが放出される場合に折れるか砕け得るガラスの断片を含むこと
ができる、プラスチックまたはラッカーの層で被覆されるガラスから形成されてよい。
【００３３】
　筐体１１０は可燃性フィラメント１２０を含むことができ、当該フィラメントは、金属
（例えば、アルミニウム、ヒドロナリウム、または別のアルミニウム合金、別の金属など
）等の可燃性材料ででき得るか、またはこれを含むことができる。極細の導線および／ま
たは極薄の薄片の形態で、フィラメント１２０を設けることができる。フィラメント１２
０の１つまたは複数の小さい寸法は、フィラメントの迅速な反応（例えば、酸化）を促進
することを支援することができ、それによって、短い持続時間、またはパルス幅、および
高いピーク強度を有する、あるパルスの光学的エネルギーを与えることができる。一般的
に、より小さいフィラメント１２０の寸法は（例えば、より薄い導線または薄片）、より
長い反応時間とパルス持続時間、およびより低いピーク出力強度に繋がり得る。
【００３４】
　蓋部１３０または他の封止装置により、筐体１１０の内部でフィラメント１２０を形成
および／または封止することができる。随意に、封止装置１３０を筐体１１０の一部とし
て形成してよい。筐体１１０を封止する前に、空気を除去することができ、特定量および
／または圧力度の完全乾燥酸素を当該筐体内に提供することができる。例えば、約４０～
約１００％の間の完全乾燥酸素、または、好ましくは約８０～約１００％の間の完全乾燥
酸素を有する筐体１１０を設けることができる。特定のフィラメント材料のためにも、低
度の酸素を提供してよい。本明細書で記載されているように、筐体１１０の材料は、好ま
しくは、その水分度を含む気体または気体混合物を保持し、広範な時間にわたって比較的
不変であるように選択され得る。筐体１１０の内部環境におけるこのような不変性は、燃
焼灯１００の性能の信頼性および予測可能性を改善することができる。
【００３５】
　筐体１１０および蓋部１３０に対して部分的に外側にあり得る、複数の接点１４０を設
けることができる。接点１４０は、筐体１１０の内部に封止された１つ以上の雷管１５０
と電気的に接触することができる。雷管１５０は、従来の写真用閃光電球で用いられる雷
管と同様であり得る。雷管１５０を作動させるために（例えば、雷管の点火を引き起こす
ために）、低エネルギー信号を接点１４０に加えることができる。このような信号は、例
えば、電池、圧電素子などによって提供することができる電圧であり得る。雷管１５０の
作動により、筐体１１０の内部にあるフィラメント１２０の迅速な化学反応（酸化等）を
開始することができ、これによって、十分な量のエネルギーを筐体１１０から比較的短時
間で放出することができる。
【００３６】
　例えば、例示的燃焼灯１００の作動によって生み出される、あるパルスの光学的放射線
は、（例えば、１０ミリ秒台の）パルス幅を有し得る。このようなパルス幅またはパルス
持続時間は、例えば、約１０～約１００ミリ秒の間、または、好ましくは約１０～約５０
ミリ秒の間であり得る。当該パルス持続時間は、特定の用途に関して約１００ミリ秒より
大きくもあり得る。
【００３７】
　さらに、放射線パルスのピーク強度は、燃焼灯１００の作動後約２０～５０ミリ秒台に
発生し得る。特定の燃焼灯１００内で観測されるこのようなパルス遅延は、例えば、灯の
大きさ、平均直径、用いられるフィラメント１２０の幅および／または量、筐体１３０の
内部にあるフィラメント１２０の構成、筐体１３０の内部に提供される酸素の量などを含
むいくつかの要因に依存し得る。例えば、より太いフィラメントの酸化はより細いフィラ
メントと比較してよりゆっくり進み得るので、より太いフィラメント１２０はより長いパ
ルス遅延を与え得る。
【００３８】
　本発明の特定の実施形態に従う、例示的装置２００の例解が図２に示されている。外被
２２０の内部に例示的燃焼灯１００を設けることができる。外被２２０と接続して作動装
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置２３０を設けることができ、当該装置はさらに燃焼灯１００と電気的に接触してよい。
作動装置２３０はスイッチおよび／またはボタン２４０をさらに含むことができ、これは
押圧された場合、電気信号を燃焼灯１００に与えることを容易にする。その後、燃焼灯１
００は、例えば、光学的放射線の「一瞬」または短い持続時間の強力パルスとして、その
中に保存されたエネルギーを放出することができる。
【００３９】
　例えば、鐘、円蓋、または同様のものの形状にある例示的外被２２０を設けることがで
き、治療される皮膚組織２８０の領域の表面２７０の上または上方に位置するように構成
することができる。外被２２０は、反射表面または反射被覆、あるいは、燃焼灯１００か
ら放出されたより多量の光学的放射線を、治療される皮膚２８０に向けるように構成され
る、他の光学的装置も含むことができる。これにより、このような例示的な光学的装置は
、特定の燃焼灯１００の効率を増加させることができる。その増加した効率は、より高い
強度および／または流束量の放射線を、例示的な燃焼灯１００によって皮膚組織２８０に
与えることを容易にすることができる。代替的または加えて、その増加した効率は、特定
の強度および／または流束量を、より小さい灯１００（例えば、より少量の可燃性材料を
含み得る灯１００）によって皮膚組織２８０に与えることを容易にし得る。
【００４０】
　作動装置２３０は、例えば、小型電池、圧電素子、または燃焼灯１００を作動させるよ
うに構成することができる、任意の他のエネルギー源を含むことができる。使い捨て機器
として例示的装置２００を設けることができる。代替的または加えて、外被２２０および
／または作動装置２３０を再利用することができるように、燃焼灯１００は入れ替え可能
であってよい。
【００４１】
　本発明の特定の例示的実施形態では、１つ以上の随意のフィルター２５０とともに、装
置２００を設けることができる。燃焼灯１００と皮膚表面２７０との間に、このようなフ
ィルター２５０を配置することができる。例えば、外被２２０の内部にフィルター２５０
を備えてよい。代替的または加えて、当該フィルターが皮膚２８０の表面２７０と接する
ことができるように、フィルター２５０を外被２２０の下部または表面に配置してよい。
【００４２】
　燃焼灯１００によって放射された、特定の波長または波長範囲を有する光学的放射線が
、治療される皮膚組織２８０の部分に到達することを防ぐか部分的に抑制するように、フ
ィルター２５０を構成することができる。このような波長または波長範囲は、特定の異常
または治療される病態に基づいて選択されてよい。
【００４３】
　異なる波長および／または波長範囲を有する光学的放射線の透過を抑制するようにそれ
ぞれがことによると構成される、いくつかのこのようなフィルター２５０のうち１つが、
単一の外被２２０または複数の外被２２０の内部で（例えば、特定種類の例示的燃焼灯１
００とともに）用いられてよいように、フィルター２５０は設けられる場合に除去可能で
あり得る。このようにして、特定用途に対する有効性および／または安全性を改善するた
めに、単一種類の燃焼灯１００のエネルギー出力特性を修正または調整することができる
。
【００４４】
　例えば、フィルター２５０は、約６００ｎｍより短い波長、または約５５０ｎｍより短
い波長を有する光学的放射線のうちほとんどが、治療される組織に影響を及ぼすことを防
ぐために設けられてよい紫外線（ＵＶ）フィルターであり得る。このようなＵＶフィルタ
ーは、超短パルス光および／または電子閃光灯等の、広帯域の光学的放射線源を用いる従
来の光治療機器でしばしば用いられる。
【００４５】
　赤外範囲にある、燃焼灯１００によって生み出された少なくとも一部の光学的放射線を
減衰または遮断するためにも、フィルター２５０を構成または構築することができる。例
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えば、およそ９００ｎｍの波長、および約１，１００～１，３００ｎｍの間の波長を有す
る、治療される組織に影響を及ぼす量の光学的放射線を減らすために、水フィルターを用
いてよい。当該水フィルターは、少なくとも部分的に水で満たした浅い筐体または容器を
含むことができ、これは光学的放射線源１００と治療される組織２８０との間に設けられ
る。例えば、このような水フィルターを外被２２０の下部に取り付けることができる。こ
のような水フィルターを用いてよい。広帯域の光学的放射線源を利用する特定の従来の光
治療機器においても、このような水フィルターを用いてよい。
【００４６】
　本発明のさらなる例示的実施形態で用いられてよい、例示的装置３００の例示的構成が
図３に示されている。例えば、このような例示的装置３００は、外被２２０の内部に設け
られた燃焼灯１００、および、外被２２０と接続して設けられた作動装置２３０を含むこ
とができる。作動装置２３０は、始動される際に、電気信号を燃焼灯１００に提供させ得
るスイッチ／ボタン２４０をさらに含むことができる。
【００４７】
　おおよそ図３に示されているような形状の例示的装置３００を、当該装置を容易に手に
握り、かつ治療される皮膚２８０の表面２７０の上に押圧することができるように設けて
よい。この例示的構成では、外被２２０および作動装置２３０が手に握られている間、ス
イッチ／ボタン２４０を、例えば、使用者の親指によって容易に押圧することができる。
図２に示されている例示的装置２００と同様に、光学的放射線を燃焼灯１００から治療さ
れる皮膚２８０に向けるために、外被２２０の一部を反射表面または反射被覆とともに設
けることができる。様々な範囲の形状、大きさ、出力特性、フィルターなどを有する、様
々なこのような機器３００を設けることができる。
【００４８】
　特定の異常または病態の治療のために、例示的装置３００の個々の変動を調整すること
ができる。例えば、異なる肌の色合いを有する人の効果的な治療のために、異なるエネル
ギー出力を有する様々なフィルターおよび／または燃焼灯とともに、例示的装置３００を
設けてよい。異なる病態を治療するための、および、異なる皮膚の種類に関する明確な特
長におけるこのような変動は、本明細書に記載されている例示的実施形態のうち何れかの
ために提供されてよい。
【００４９】
　本発明のさらなる例示的実施形態では、図４に示されているように、単一の外被２２０
の内部に複数の燃焼灯１００を含む装置４００を設けることができる。例えば、燃焼灯１
００を単一の作動装置２３０に、例えば、単一のボタン２４０によって燃焼灯１００のそ
れぞれを同時に作動することができるように随意に接続することができる。この例示的構
成は、例えば、図２に示されている装置２００内にある単一の燃焼灯１００を用いて得る
ことができる流束量よりも、皮膚組織２８０へ高い流束量を促進することができる。例示
的装置４００は、例えば、図２に示されている単一灯の装置２００と比較して、特定の流
束値を皮膚２８０のより広い領域に提供することができる、大型の外被２２０も含むこと
ができる。
【００５０】
　異なる特性（例えば、異なる出力強度、発光スペクトル、濾光被覆剤など）を有する、
装置４００内にある燃焼灯１００を設けてもよい。所定の遅延と同時または連続的に作動
され、特定順序の光学的放射線を組織に提供するためにも、このような灯を構成してよい
。図４の灯１００は別々の筐体として示されているが、このような灯１００は、単一の筐
体の内部で複数の別個の空洞部として構成されてよい。
【００５１】
　作動装置２３０を単一の燃焼灯１００に、ボタン２４０を押圧する際に、１つのみの燃
焼灯１００が直接作動するように接続することができる。例えば、作動した燃焼灯によっ
て放出されたエネルギーは、近くの燃焼灯をさらに作動させることができる。それ故、作
動装置２３０によって直接作動される単一の燃焼灯１００はその後、短い遅延の後に他の
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燃焼灯１００を作動させることができる。このような遅延は所定のものであり得、例えば
、約１０ミリ秒台であり得、遅延量は個々の燃焼灯１００の特性にさらに依存し得る。こ
のようにして、１つより多いこのような灯１００を単一の外被２２０内に設け、燃焼灯１
００の特定のもののみを直接作動させることによって、燃焼灯１００によって提供された
放射線への皮膚２８０のより長い曝露時間を得ることができる。このようにして、複数の
燃焼灯１００によって促進された複数の連続パルスまたは非同時パルスの形態で、光学的
放射線の一時的な持続放出を提供することができる。
【００５２】
　本発明のさらなる実施形態に従う、なおさらなる例示的装置５００の例解が図５Ａに示
されている。例示的装置５００は、本明細書に記載されているように、可燃性フィラメン
ト１２０および雷管１５０を含む筐体を一緒に形成し得る、外側壁５１０および底面５２
０を含むことができる。作動装置２３０およびスイッチ２４０を、入れ替え可能なものと
して、または永久的に当該筐体の上または中に搭載することができる。装置５００の下方
に配置された皮膚組織２８０の領域に、あるパルスの光学的放射線を提供するために、例
示的装置５００を用いることができる。
【００５３】
　図５Ａに示されているように、鐘様形または円蓋様形の例示的装置５００を備えること
ができ、当該装置は、好ましくは上から見るとおおよそ円形を有し得る。特定用途のため
に、他の例示的形状を用いてもよい。例えば、装置５００は、上から見ると卵形またはお
およそ長方形を、例えば、このような形状が治療される皮膚組織の領域により良好に適合
する場合に有し得る。皮膚組織２８０の表面２７０と直接接触して配置されるように、装
置５００を構成することができる。それ故、装置５００の底面５２０はおおよそ平坦であ
り得、および／または、代替的に、当該底面は、光学的放射線を受容することができる皮
膚組織２８０の領域内にある皮膚表面２７０の輪郭に一致するように輪郭形成されてよい
。
【００５４】
　例示的装置５００の底面５２０は、当該底面が大きい熱質量を呈し得るように比較的厚
くなり得、例えば、外側壁５１０より厚くなり得る。厚い底面５２０は、フィラメント１
２０から放射された熱によって逆に引き起こされる可能性がある好ましくない熱損傷から
、当該フィラメントが酸化するか、そうでなければ光学的放射線を生み出すように反応す
る場合、皮膚表面２７０を保護するのに役立ち得る。例えば、皮膚表面２７０に適用する
前に底面５２０を含む全体の装置５００を、例えば、このような好ましくない熱損傷を回
避するのにさらに役立つように、当該装置を冷凍庫に入れることによって冷却することが
できる。表面２７０と接触させる場合、冷却した底面５２０は皮膚組織２８０を冷却する
ことにも役立つことができ、このことは、光学的放射線のパルスに対する皮膚組織２８０
の曝露に関連する痛みを低減および／または解消することにも役立ち得る。
【００５５】
　反射被覆または反射層５１５とともに、側壁５１０の一部（例えば、当該側壁の外側表
面）を設けることができる。本明細書に記載されているように、このような反射被覆５１
５は、フィラメント１２０の燃焼または反応によって放出されたより多くのエネルギーを
治療される皮膚組織２８０に向けることができ、それ故、ことによるとより多くの利用可
能なエネルギーを利用し、皮膚組織２８０にこれを照射することができる。
【００５６】
　本発明の特定の例示的実施形態では、フィラメント１２０によって生み出された光学的
放射線の特定の波長または波長範囲を部分的または完全に遮断するフィルターとして作用
することができ、それによって、特定の波長を有する一部の放射線が、底面５２０を通じ
て皮膚組織２８０の中へ進むことを減らすか、および／または防ぐことができる、特定の
材料または添加剤を用いて形成することができ、および／または、これらで被覆すること
ができる。同様に、このような濾光特性を有する材料を用いて、図１に示されている燃焼
灯１００の筐体１１０を形成してもよい。このような濾光作用の利点は本明細書に記載さ
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れている。
【００５７】
　本発明のさらなる実施形態に従う、なお別の例示的装置５４０が図５Ｂに示されている
。例示的装置５４０は、図５Ａに示されている装置５００と実質的に同様である。底面５
２０内にある溝穴または開口部５５０とともに、例示的装置５４０をさらに設けることが
できる。薄いフィルター５６０を溝穴５５０内に設けることができる。本明細書に記載さ
れているように、特定の波長を有する光学的放射線が、治療される組織に影響を及ぼすこ
とを抑制するか防ぐために、薄いフィルター５６０を用いることができる。所望の濾光特
性を有する、プラスチック、ゲルなどのような、任意の適切な材料でフィルター５６０を
形成することができる。例えば、フィルター５６０の種類を変更することによって、治療
される組織に影響を及ぼす、装置５４０によって生み出された光学的放射線の特性は、異
なる種類の病態または特徴を治療するように改められてよい。フィルター５６０は、当該
フィルターを通過し、その後皮膚組織２８０と相互作用する光学的放射線のピーク強度お
よび／または流束量を主として減らす減衰フィルターであってもよい。
【００５８】
　特定の例示的実施形態では、複数の溝穴または開口部５５０を装置５４０内に設けてよ
い。この例示的構成は、当該フィルターを通過し、治療される組織に影響を及ぼす光学的
放射線の波長スペクトルをさらに修正するために、複数のフィルター５６０を用いること
を容易にする。代替的または加えて、溝穴５５０は、複数のフィルター５６０に対応し、
光学的放射線のこのようなスペクトルの修正を提供するのに十分広くあり得る。
【００５９】
　例示的装置５４０を板５７０とともに底面５２０上に設けることもでき、そこで板５７
０は、当該底面を通じて１つ以上の開口部または隙間５７５を含むことができる。開口部
５７５の下方にある組織のみが、装置５４０によって生み出された光学的放射線に曝され
得るように、装置５４０の下方にある組織の一部を遮蔽するために板５７０を用いること
ができる。従って、１つまたは複数の開口部５７５の下方に位置する１つ以上の治療位置
に光学的放射線を提供する間、他の近くにある組織の領域が放射線を照射されることを防
ぐか減らすために、単一種類の装置５４０を用いることができる。
【００６０】
　板５７０を装置５４０の底面５２０に取り付けるか固定してよい。代替的または加えて
、１つまたは複数の開口部５７５が、光学的放射線に曝される組織の特定領域の上方に直
接位置するように、板５７０を組織の表面上に配置することができる。その後、装置５４
０を、配置した板５７０の上方に配置し、本明細書に記載されているように、１つまたは
複数の開口部５７５を通じて、あるパルスの光学的放射線を提供するように作動させ、治
療される組織の１つまたは複数の領域上に向けることができる。異なる大きさの開口部５
７５を有する、数多くのこのような再利用可能な板５７０を、異なる大きさおよび／また
は形状を有する組織の特定領域を治療するために設けることができる。本明細書に記載さ
れている本発明の例示的実施形態の何れかとともに、このような例示的板５７０を用いて
もよい。
【００６１】
　本発明のなおさらなる実施形態に従う、別の例示的装置５８０が図５Ｃに示されている
。例示的装置５８０は、図５Ａに示されている装置５００と実質的に同様である。装置５
８０の底面５２０は、空洞部５９０を含むことができる。水フィルターを形成するために
空洞部５９０を水で満たすことができ、当該水フィルターは、本明細書に記載されている
ように、当該水フィルターを通過する量の赤外放射線を減らすか、および／または除去し
得る。例えば、水で満たした空洞部５９０を含む例示的装置５８０を、冷凍庫の中で貯蔵
することができる。その凍った水層は、装置５８０が治療される組織の上に配置され、か
つ、光学的放射線パルスが可燃性材料１２０を活性化することによって発生される場合、
組織の赤外濾光および冷却の両方を提供することができる。特定の放射線濾光特性を有す
る他の材料または混合物も、空洞部５９０内に設けられてよい。このような材料または混
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合物は、個体、液体、または気体の形態にあってよい。
【００６２】
　別個の外被を含み得ない、図５Ａ～５Ｃに示されている例示的装置５００、５４０、５
８０は、本発明のさらなる例示的実施形態に従って設けられてよい特定のほかの例示的構
成よりも、製造するのに特に簡単および／または安価であり得る。
【００６３】
　本明細書に記載されている例示的なシステムおよび装置の何れかとともに、安全装置を
設けてよい。このような安全装置は、例えば、当該装置が、治療される生物組織あるいは
別の表面または物質に接するかごく接近して配置されない限り、放射線源の作動を防ぐよ
うに構成される接点スイッチまたは近接センサーを含むことができる。このような例示的
な安全装置は、放射線源の不測または不注意の起動の見込みを減らすことによって、例示
的なシステムおよび装置のより安全な操作を手助けすることができる。
【００６４】
　本発明の例示的実施形態に従い、様々な特性を有する燃焼灯を用いることができる。本
明細書に記載されている特性を含む、用いられる特定の燃焼灯に関連する特性を、提供さ
れる特定の治療、および／または、治療される特定組織の異常または病態に基づいて選択
することができる。例えば、パルス持続時間、総出力（ルーメン秒単位）、およびピーク
強度（ルーメン単位）を含む、いくつかの写真用閃光電球の特性は、W. D. Morgan, Sync
roflash Photography,
Morgan & Lester（ニューヨーク州、ニューヨーク（１９３９年）、３９～５４ページ）
に記載されている。特定の光治療用途に適切な特定の例示的特性を有する燃焼灯は、この
ような従来の閃光電球の構造に基づいて、容易に適合、構築、または修正され得る。
【００６５】
　例えば、例示的なパルス持続時間は、特定の用途に関しては約５～約２０ミリ秒の間、
あるいは、所望であれば約１００ミリ秒以上であり得る。他のパルス持続時間（例えば、
最大約１秒のパルス幅）も提供されてよい。特定の燃焼灯によって提供されたパルス持続
時間は、燃焼灯１００内に設けられたフィラメント１２０（例えば、金属の導線または薄
片）の幅または厚さに基づき得る。一般的に、例えば、より太いフィラメントはより大き
いパルスを生じ得、その理由は、当該フィラメントが燃焼灯１００の内部でより長い反応
時間を持続することができるからである。当該パルス幅は、例えば、フィラメント１２０
を形成するために用いられる特定の材料、および／または、筐体１１０内に提供された酸
素の量によっても影響され得る。
【００６６】
　本明細書に記載されているような特定の従来の燃焼灯は、約３，８００°Ｋの色温度を
有し得る。このような灯によって生み出された光学的放射線の形態にある電磁エネルギー
はそれ故、可視スペクトル内にある範囲の波長を含み得る。本明細書に記載されているよ
うに、燃焼灯によって放射された特定の波長の光だけが皮膚を照射することを促進するた
めに、様々な例示的フィルター装置を随意に用いることができる。このような波長は、治
療される組織の病態または以上、患者の皮膚組織の全体的な色素沈着度などのような、い
くつかの要因に基づいて選択されてよい。
【００６７】
　皮膚組織２８０の標的領域に加えられた特定の流束量を、いくつかのパラメーターに基
づいて決定することができる。例えば、燃焼灯１００によって放射された放射線の総量、
および／または、本明細書に記載されている他の例示的な装置構成を、燃焼灯１００内に
設けられたフィラメント１２０の量を変えることによって変更することができる。より大
きい筐体１１０は、例えば、より大量のフィラメント１２０を単一の燃焼灯１００内に設
けることを容易にすることができる。複数の燃焼灯１００を単一の外被２２０内に設ける
ことができ、これは皮膚組織２８０のより多い流束量を外被２２０の下に提供することも
できる。
【００６８】



(14) JP 6008463 B2 2016.10.19

10

20

30

40

50

　可燃性フィラメント１２０または他の反応性材料を含む、様々な燃焼灯または筐体構造
を、特定の用途に用いることができる。例えば、図１の燃焼灯１００内に示されている形
状のような回転楕円形状の代わりに、図５Ａ～５Ｃに示されている筐体のようなより広い
筐体を用いてよい。このような例示的な筐体の高さは、当該装置の下方にある組織の各単
位領域を覆う所望量のフィラメント１２０を提供し、特定の流束量を得るように選択され
てよい。上から見たこのような装置の大きさおよび形状も変更されてよい。
【００６９】
　例えば、小さい高さと比較的広い基部（例えば、薄い円盤と同様の形状）を有する燃焼
灯１００または筐体１１０が構成されてよく、これは、比較的少量のフィラメント（およ
び、それ相応のより少ない流束量の光学的放射線）を、組織のより広い領域にわたって提
供する。このような例示的な燃焼灯１００または筐体１１０は、例えば、２つの板または
同様のものを用い、側壁が当該板とその周囲に沿って接合している状態で形成されてよい
。このような例示的構成は、本明細書に記載されているような可燃性材料を含む封止され
た筐体を提供することができ、そこで、その高さはその全体の領域にわたって比較的均一
である。従って、組織の特定領域にわたって、比較的均一な流束量の光学的放射線を提供
することができる。このような例示的な筐体の高さは、化学反応が開始される場合、特定
量の可燃性材料および特定の流束量を提供するように選択されてよい。このような例示的
構成において、当該可燃性材料を比較的組織に近くに配置することができ、これは放射線
源の効率をさらに増加させ得る。
【００７０】
　例えば、筐体、または、より高い（例えば、約１～２ｃｍより高い）筐体を有する装置
は、組織の各単位領域を覆うより多くのフィラメント１２０を提供することができ、これ
は作動する際により多い流束量の光学的放射線を発生させることができる。反対に、低い
輪郭（例えば、約１ｃｍ以下の高さ）を有する筐体は、例えば、少量の可燃性または反応
性のフィラメント１２０を、組織の各単位領域にわたって提供し得る。このような低い輪
郭の灯または筐体は、下部の組織に影響を及ぼし得るより少ない流束量の光学的放射線を
発生させるように構成されてよい。
【００７１】
　皮膚に影響を及ぼす流束量の光学的放射線に影響し得る要因としては、筐体、灯、およ
び／または装置の形状、可燃性／反応性の材料と治療される組織との間の距離、その中に
設けられる反応性フィラメントの種類および量、発生した放射線を組織に向けることがで
きる反射表面、および、当該燃焼灯と当該組織との間に配置される任意のフィルターを挙
げることができる。特定の光治療用途に適切な流束量度を発生させるために、このような
例示的要因を考慮に入れることができる。
【００７２】
　様々な治療または皮膚治療に用いられてよい例示的な流束値は一般的に、例えば、約０
．５～約２００Ｊ／ｃｍ２の間、または好ましくは約１～約３０Ｊ／ｃｍ２の間、または
より好ましくは約１～約１５Ｊ／ｃｍ２の間で選択されてよい。このような例示的な流束
量範囲は、皮膚表面２７０で、および／または皮膚組織２８０の内部に様々な加熱量およ
び／または熱損傷を発生させ得る。
【００７３】
　本発明の特定の例示的実施形態としては、テープ、接着剤、または、治療される皮膚組
織２８０の領域の上方に外被２２０を固定するのに用いることができる別の留め具を挙げ
ることができる。外被２２０および燃焼灯１００から離れて、ボタン２４０および随意に
作動装置２３０を設けることができる。例えば、作動装置２３０を、外被２２０からある
程度離してスイッチ２４０と一緒に設けることができ、例えば、導線または同様のものを
用い、燃焼灯１００と接続して（雷管１５０と電気的に連通して）設けることができる。
代替的または加えて、作動装置２３０を外被２２０およびスイッチ２４０に取り付けるこ
とができ、例えば、導線または同様のものを用い、作動装置２３０からある程度離して設
け、当該装置に接続してよい。
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【００７４】
　本発明の例示的実施形態を、例えば、多くの異常を治療し、光学的エネルギーまたは他
の電磁放射線を用いた組織の放射を含み得る、組織に対する多くの治療を提供するために
用いることができる。本明細書に記載されているような、所望の治療のために適切な量お
よび種類の放射線を提供するように、燃焼灯を選択または設計してよい。例えば、燃焼灯
の大きさ（例えば、当該灯に含まれるフィラメント１２０の量）、外被２２０の大きさお
よび形状、フィルター装置２５０の光学的使用などのようなパラメーターの変動は、計算
または少数の測定結果を用いて特定の治療または用途に適切な放射パラメーターを得るた
めに、容易に決定され得る。
【００７５】
　様々な色素性病変および／または静脈の病変、および他の皮膚科学的病態と異常を、本
明細書に記載されている本発明の例示的実施形態を用いて治療することができる。このよ
うな皮膚の病態および異常の例としては、例えば、年齢によるシミ（黒子）、座瘡、ポー
トワイン母斑、血管腫、クモ状静脈、好ましくない毛髪の除去、光力学治療、シワの除去
、およびコラーゲン収縮などを挙げることができるが、これらに限定されない。
【００７６】
　本明細書に記載されている本発明の例示的実施形態によって提供される光学的放射線は
、特定の病態のより効果的な治療を提供するために、様々な物質と組み合わされてよい。
例えば、光学的放射線の吸収を促進するために、治療される組織の特定部位に発色団を加
えてよい。このような発色団としては、例えば、溶液内またはマジックペン内に提供され
る炭素粒子、または、光治療用途にて用いられる任意の他の従来の発色団を挙げることが
できる。
【００７７】
　本発明のさらなる例示的実施形態に従い、放射線吸収材料は、本明細書に記載されてい
る例示的装置のうち何れかの下面の一部の上に設けられるか、またはその内部に形成され
てもよい。当該光学的放射線は吸収材料を加熱することができ、それによって治療される
組織の間接的加熱、ならびにある流束量の光学的放射線を提供することができる。吸収材
料としては、例えば、炭素粒子または任意の他の従来の発色団等の発色団を含む、薄片、
薄膜、ゲルなどを挙げることができる。このような加熱は、黒子（年齢によるシミ）等の
、特定の色素性病変を治療する効果を改善し得る。
【００７８】
　組織に対する光学的放射線の効果を促進するために、光増感剤を本発明の実施形態とと
もに用いてもよい。例えば、光力学療法の治療において、このような光増感剤を用いるこ
とができる。痛覚を減らすのに役立ち、光増感剤として作用するリドカインゲルまたはリ
ドカイン溶液を組織に加えてもよい。特定の例示的実施形態では、リドカインゲルを当該
外被または筐体の下面上に、治療の前に当該装置を組織の上に配置する場合、当該ゲルが
組織表面に接触するように設けてよい。本明細書に記載されている例示的なシステムおよ
び装置によって発生した光学的放射線とともに、他の従来の光増感剤を用いてもよい。
【実施例】
【００７９】
　少数の明確な治療例が詳細に記載されている。例えば、比較的少数のパルスの放射線を
従来通りに使用する様々な光療法の治療のために、本発明の例示的実施形態を用いること
ができる。
【００８０】
　実施例１
　図６Ａは、直径約５ｍｍを測定する隆起したサクランボ色血管腫の写真を示す。その血
管腫を本発明の特定の例示的実施形態に従い、Ｍ３写真用閃光電球によって提供した単一
パルスの光学的放射線に当該血管腫を曝すことによって治療した。反射装置をその燃焼灯
の周辺に設け、その光学的放射線の濾光を全く用いなかった。そのサクランボ色血管腫の
上方に位置する開口部を通じてその放射線を提供した。加えた放射線の流束量は約９～１
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０Ｊ／ｃｍ２であり、単一パルスにおいて提供した総エネルギーは約４Ｊであった。その
パルス持続時間は約１０～１５ミリ秒であった。
【００８１】
　当該血管腫のいくつかの初期の黒ずみおよび痂皮形成を第１週以内に観測した。治療後
約６週間におけるその血管腫の外観を図６Ｂの写真で示し、図６Ａに示す写真と同一の倍
率で撮影する。当該血管腫の全体にわたる軽減およびその大きさの減少を伴って、この異
常の外観の際立った改善があると思われる。その外観は、所望であれば第２パルスの適用
によってさらに改善され得る。当該血管腫の周辺にある健康な組織に対するいくらかの残
留損傷は、図６Ｂの写真で明らかである。このような望ましくない影響は、例えば、本明
細書に記載されている紫外フィルターを設けること、加えたパルスの光学的放射線の流束
量を減らすこと、またはこれらの修正の組み合わせによって低減され得る。
【００８２】
　実施例２
　図７Ａは、直径約４ｍｍである規則的な（平坦な）血管腫の写真を示す。本発明の特定
の例示的実施形態に従い、Ｍ３写真用閃光電球によって提供した単一パルスの濾光してい
ない光学的放射線にこの血管腫を曝した。反射装置をその燃焼灯の周辺に設け、その血管
腫の上方に位置する開口部を通じてその放射線を提供した。加えた放射線の流束量は約９
～１０Ｊ／ｃｍ２であり、単一パルスにおいて提供した総エネルギーは約４Ｊであった。
そのパルス持続時間は約１０～１５ミリ秒であった。
【００８３】
　当該血管腫のいくらかの即時の隆起および黒ずみを観測し、その血管腫のいくらかの痂
皮形成が第１週以内に発生した。治療後約６週間におけるその血管腫の外観を図７Ｂの写
真で示す。その血管腫は著しくより薄くかつより小さく見える。その血管腫の周辺にある
皮膚に対する少しの損傷は、図７Ｂの写真で明らかであり、これは、例えば、その放射線
パルスのためのＵＶフィルターを設けること、および／または、加えた流束量をわずかに
低下させることによって軽減され得る。
【００８４】
　実施例３
　図８Ａの写真に示す、直径約３ｍｍを測定する茶色の年齢によるシミ（黒子）を、本発
明の例示的実施形態に従う単一パルスの光学的放射線に当該シミを曝すことによって治療
した。反射外被害内に位置するＭ３写真用閃光電球によって、その濾光していない放射線
を提供した。その黒子の上方に開口部を配置した。その放射線パルスの総流束量は約９～
１０Ｊ／ｃｍ２であり、その加えたエネルギーは約４Ｊであった。そのパルス持続時間は
約１０～１５ミリ秒であった。
【００８５】
　当該黒子のいくつかの初期の平滑化を観測し、その黒子の黒ずみは第１日以内に発生し
、約１週間以内に薄れた。治療後約６週間におけるその黒子の外観を図８Ｂの写真で示す
。図８Ａのこのグレースケール画像では目に見えないが、図８Ａの写真に示す黒子の茶色
がかった外観は著しく減弱し、図８Ｂの写真にあるより暗い領域は外観がより赤みがかっ
ている。それ故、その黒子の増強した色素沈着を本治療によって軽減した。図８Ａに示す
暗い領域は、その色素性病変自体の軽減と連動して発生した、皮膚組織に対するいくらか
の損傷を示す。このような付帯的損傷は、例えば、その放射線パルスのための赤外フィル
ターを設けること、および／または、このような年齢によるシミのために加えたパルスの
流束量を低下させることによって軽減され得る。
【００８６】
　それ故、当業者は、本明細書に明確に示されても記載されてもいないが、本発明の原理
を具現し、それによって本発明の趣旨および範囲の中にある多数のシステム、装置、およ
び方法を考案することができるということを理解されたい。加えて、本明細書で参照され
ている全ての刊行物、特許、および特許出願は、本明細書で参照することにより全体とし
て盛り込まれる。
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